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現
在
の
地
球
に
生
存
し
て
い
る
人
類
の
最
初

の
祖
先
は
七

0
0万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
に

誕
生
し
、
そ
こ
か
ら
約
一

0
0万
年
を
か
け
て

世
界
に
分
散
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
主
要
な

学
説
で
あ
り
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者

B・

フ
ェ
イ
ガ
ン
は
「
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー

（
偉
大
な
る
旅
路
）
」
と
名
付
け
た
。
し
か
し
現

在
の
人
類
の
直
系
の
祖
先
は
約
三

0
万
年
前
に

ア
フ
リ
カ
で
進
化
し
た
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン

ス
」
と
さ
れ
、
こ
れ
も
世
界
に
拡
散
し
て
い

っ

こ
。t
 この
よ
う
に
世
界
へ
拡
散
し
て
い
く
祖
先
の

性
質
を
継
承
し
、
人
類
は
過
去
数
百
年
間
に
も

世
界
各
地
の
最
果
て
の
土
地
を
目
指
し
て
冒
険

し
て
き
た
。
今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
生
地
と
す

る
人
々
の
視
点
か
ら
は
未
踏
の
土
地
と
さ
れ
て

き
た
世
界
の
各
地
へ
進
出
し
て
い
っ
た
冒
険
を

紹
介
す
る
。
そ
れ
ら
の
土
地
に
先
住
し
て
い
た

民
族
か
ら
す
れ
ば
侵
略
で
あ
る
が
、
世
界
が
多

様
で
あ
る
こ
と
を
多
数
の
人
々
が
認
識
し
た
と

い
う
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
央
を
横
断
す
る
ア
ジ

ア
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
位
置
を
約
七
五

0
年
前
に
徒

歩
で
四
年
を
か
け
て
通
行
し
た
の
が
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
の
商
人
ニ
コ
ロ
と
マ
テ
オ
の
ポ
ー
ロ
兄
弟
と

往路→ 帰路←

図1マルコポーロの往路と帰路

ニ
コ
ロ
の
子
供
マ
ル
コ
・

ポ
ー
ロ
で
あ
る
。

一

二
0
六
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
が
建
国
し
た
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
東
部
か
ら
東
支
那

海
ま
で
東
西
二
四

0
0キ
ロ
の
広
大
な
領
土
を

支
配
し
て
お
り
、
そ
の
首
都
の
上
都
を
目
指
そ

う
と
挑
戦
し
た
の
が
上
記
の
三
人
で
あ
る
。

―
二
七
一
年
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
出
発
し
た
三

人
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
〇

世
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
ク
ビ
ラ
イ
皇
帝

へ
の
親

書
を
委
託
さ
れ
、
四
年
を
か
け
て
上
都
に
到
蒲
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し
た
。
ク
ビ
ラ
イ
に
評
価
さ
れ
た
一
行
は
帝
国

の
使
節
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
訪
問
し
、

そ
の
報
告
が
ク
ビ
ラ
イ
に
役
立

っ
た
た
め
に
重

用
さ
れ
、
何
度
も
帰
国
を
依
頼
し
た
が
承
諾
さ

れ
ず
、
結
果
と
し
て
＿
七
年
間
を
モ
ン
ゴ
ル
で

生
活
す
る
こ
と
に
な

っ
た。

よ
う
や
く
ー
ニ
九
一
年
に
な

っ
て
帰
国
が
許

可
さ
れ
、
海
路
で
東
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
ペ

ル
シ
ャ
湾
口
の
ホ
ル
ム
ズ
に
到
達
し
、
そ
こ
か

ら
陸
路
で
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
帰
還
し
た
（
図
1
)。

出
発
か
ら
二
四
年
が
経
過
し
た
ー
ニ
九
五
年
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
翌
年
、
海
戦
に
参
加
し

て
捕
虜
と
な
り
、
牢
獄
で
一
緒
で
あ

っ
た
作
家

に
ア
ジ
ア
で
の
経
験
を
口
述
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
が

「東
方
見
間
録
」
と
な
り
、
後
世
へ
の
貴

重
な
記
録
と
な
っ
た
。

ペ
ー
リ
ン
グ
海
峡
横
断

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
北
米
大
陸
は
北
緯
六
六

度
の
地
点
で
幅
員
八
六
キ
ロ
の
海
峡
で
分
断
さ

れ
て
い
る
が
、
十
八
世
紀
の
時
点
で
は
陸
続
き

か
ど
う
か
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
帝

国
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
は
確
認
の
た
め
、
一
七

二
五
年
に
軍
人
の

V
・
ベ
ー
リ
ン
グ
の
一
隊
を

現
地
に
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
探
検
で
は

海
峡
の
存
在
は
確
認
さ
れ
ず
、
べ
—
リ
ン
グ
た

ち
は
一
七
三

0
年
に
首
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

力

剛
ス

大

ラ

米

[
 

ア

は

u
 

／
 

リペ

北栂海

I 
ヽコマンドルスキー諸島

分．

図2ベーリング海峡

ブ
ル
ク
に
帰
還
し
た
。

一
七
三
三
年
に
再
度
、
探
検
が
命
令
さ
れ
、

ま
ず
バ
イ
カ
ル
湖
か
ら
流
出
す
る
レ
ナ
川
の
途

中
に
あ
る
ヤ
ク
ー
ツ
ク
で
準
備
を
し
、
オ
ホ
ー

ッ
ク
海
岸
の
港
湾
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
二
隻
の
帆

船
（
聖
ペ
ト
ロ
号
と
聖
バ
ウ
ロ
号
）
で
一
七
四

0
年
に
出
発
す
る
が
、
強
風
の
影
響
で
二
隻
は

相
互
に
見
失
い
、
ベ
ー
リ
ン
グ
の
指
揮
す
る
聖

ペ
ト
ロ
号
は
北
米
大
陸
か
ら
ア
リ
ュ

ー
シ
ャ
ン

列
島
に
連
続
す
る
小
島
を
経
由
し
て
コ
マ
ン
ド

ル
ス
キ
ー
諸
島
に
到
達
し
た

（図
2
)。

当
時
の
遠
洋
航
海
で
は
ビ
タ
ミ
ン

C
の
欠
乏

に
よ
る
壊
血
病
で
の
死
亡
が
多
発
し
て
お
り
、

ベ
ー
リ
ン
グ
も

一
七
四
一
年
十
二
月
に
死
亡
し

た
。
生
存
で
き
た
船
員
は
小
型
の
帆
船
を
建
造

し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
到
泊
し
、
翌
年
、
当

初
の
乗
員
七
七
名
の
う
ち
四
五
名
が
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
帰
還
し
た
。

一
九
九
一
年

の
現
地
詢
査
に
よ

っ
て
ベ
ー
リ
ン
グ
以
下
六
名

の
隊
員
の
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
モ

ス
ク
ワ
に
移
送
さ
れ
た
。

西
洋
の
人
間
で
最
初
に
北
米
大
陸
に
到
達
し

た
の
は

C
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
と
誤
解
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
よ
り
五

0
0年
前
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
を
拠
点
と
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
到
達

し
て
お
り
、
実
際
に
カ
ナ
ダ
の
大
西
洋
岸
に
居

住
し
て
い
た
遺
跡
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ

の
広
大
な
大
陸
の
内
部
に
西
洋
の
人
間
が
進
出

し
て
い

っ
た
の
は
十
八
世
紀
以
後
で
、
そ
れ
ら

の
人
々
の
う
ち
で
も
有
名
な
人
物
が

M
・
ル
イ

ス
と
W
・
ク
ラ
ー
ク
で
あ
る
。

北
米
大
陸
の
広
大
な
地
域
を
最
初
に
領
有
し

た
国
家
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

が
一
七
七
六
年
に
独
立
し
て
か
ら
二
七
年
後
の

一
八
0
三
年
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
流
域
の
ニ
ー

0

万
平
方
キ
ロ

（日
本
の
国
土
面
積
の
五
•
五

倍
）
の
土
地
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
一
五

0
0
万
ド

北
米
大
陸
横
断
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図3ルイスとクラークの探検経路

ル
で
購
入
し
た
。
そ
こ
で
第
三
代
大
統
領
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
は
購
入
し
た
広
大
な
国
土
を
調
査

す
る
た
め
、
翌
年
か
ら
前
述
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍

の
二
人
の
軍
人
を
探
査
に
派
遣
し
た
。

二
人
を
中
心
と
す
る

一
隊
は
一
八

0
四
年
五

月
に
現
在
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
か
ら
西
方
へ
出
発

し
、
各
地
の
先
住
民
族
の
協
力
も
あ
り
、
翌
年

十
一
月
に
太
平
洋
岸
に
到
糟
し
大
陸
横
断
に
成

功
し
た

（図

3
)
。

一
年
半
余
の
壮
大
な
冒
険

旅
行
で
あ

っ
た
。
そ
の
場
所
で
越
冬
し
、
一
八

0
六
年
三
月
に
帰
還
を
開
始
し
、
九
月
に
出
発

地
点
に
無
事
到
達
し
た
。
こ
の
冒
険
旅
行
の
成

功
以
後
、
ア
メ
リ
カ
で
は
西
部
へ
の
関
心
が
急

速
に
増
大
し
、
西
部
発
展
の
契
機
と
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
横
断

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
数
万
年
前
か
ら
ア
ボ

リ
ジ
ニ
と
名
付
け
ら
れ
る
先
住
民
族
が
生
活
し

て
い
た
が
、
西
欧
の
人
間
と
し
て
は
一
六

0
六

年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
W
◆
ヤ
ン
ス

ゾ
ー
ン
が
上
陸
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ

ほ
ど
関
心
の
対
象
に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
十
八

世
紀
後
半
に
な
っ
て
囚
人
の
留
置
場
所
の
不
足

に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

流
刑
場
所
と
し
、
現
在
の
シ
ド
ニ
ー
の
前
面
の

入
江
シ
ド
ニ
ー
・
コ
ー
プ
を
上
陸
地
点
と
し
た
。

し
ば
ら
く
内
陸
へ
進
出
す
る
活
動
は
な
か
っ

た
が
、
一
八
六

0
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

は
大
陸
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る
冒
険
に
賞
金

を
提
供
し
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の

J
.
M
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
が
＿
人
の
助
手
と
と

も
に
一
八
六

0
年
三
月
に
南
岸
の
ア
デ
レ
ー
ド

を
出
発
し
た
が
成
功
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
再

度
、
一
八
六
＿
年
十
月
に
一

0
人
の
部
下
と
と

も
に
挑
戦
し
、
翌
年
七
月
に
北
岸
の
ダ
ー
ウ
ィ

ン
に
到
着
し
、
縦
断
に
成
功
し
た
。

そ
れ
に
先
行
し
た
の
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身

の
R
.
0
・
バ

ー
ク
と
イ
ギ
リ
ス
出
身
の

w
.

北
極
横
断

ズレ）
 
5
路
と
経
ク
検
＿
探
パ
の
4
 
図

ウ
ィ
ル
ズ
で
、
総
勢
一
九
名
で
＿
八
六

0
年
八

月
に
南
部
の
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
出
発
し
、
翌
年

二
月
に
北
部
の
カ
ー
ペ
ン
タ
リ
ア
湾
に
到
達
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
人
間
と
し
て
は
最
初
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
陸
縦
断
に
成
功
し
た

（図

4
)。

し
か
し
出
発
地
点
の
メ
ル
ボ
ル
ン
に
帰
還
す
る

途
中
の
ク
ー
バ
ー
ズ
・
ク
リ
ー
ク
で
二
人
は
死

亡
し
、
成
功
を
祝
福
で
き
な
か
っ
た
。

北
極
は
南
極
と
相
違
し
て
大
陸
で
は
な
い
の

で
十
九
世
紀
か
ら
帆
船
で
接
近
し
て
氷
上
を
徒

歩
で
進
行
し
て
極
点
に
到
達
す
る
探
検
が
開
始

さ
れ
た

（図

5
)。
最
初
は
ア
メ
リ
カ
の

C
.

F
・
ホ
ー
ル
で
一

八
六

0
年
か
ら
七
一

年
に
か

け
て
三
回
の
探
検
、
ア
メ
リ
カ
の

R
・
ピ
ア
リ

ー
は
一
八
九
一
年
か
ら

一
九

0
九
年
ま
で
に
八

回
の
探
検
を
し
、
最
後
の
探
検
で
北
極
点
に
到

達
し
た
と
発
表
し
て
い
る
が
、
疑
問
と
す
る
意

見
も
あ
る
。

さ
ら
な
る
挑
戦
を
し
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
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F
・
ナ
ン
セ
ン
で
、
氷
原
を
砕
氷
し
て
進
行
す

る
の
で
は
な
く
、
氷
塊
に
圧
迫
さ
れ
て
破
壊
さ

れ
な
い
頑
丈
な
木
造
の
帆
船
「
フ
ラ
ム
」
を
建

造
、
五
年
分
の
食
料
を
搭
載
し
て
一
八
九
三
年

七
月
に
北
極
圏
内
に
進
入
し
、
一
八
九
五
年
三

月
に
北
緯
八
四
度
四
分
に
到
達
し
た
位
置
か
ら

ソ
リ
で
荷
物
を
牽
引
し
な
が
ら
徒
歩
で
極
点
を

目
指
し
た
。
し
か
し
極
点
に
は
到
達
で
き
ず
、

北
緯
八
六
度
一
四
分
か
ら
帰
還
し
た
。

こ
の
よ
う
な
冒
険
の
時
代
は
過
去
の
も
の
と

な
り
、
現
在
で
は
北
緯
七
八
度
付
近
に
あ
る
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島
か
ら
飛
行

機
で
北
緯
八
九
度
に
あ
る
基
地
に
到
猜
し
て
暖

房
の
整
備
さ
れ
た
施
設
に
宿
泊
し
、
そ
こ
か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
北
極
点
に
到
達
す
る
。
往
復 図5北極

南
極
横
断

三
日
の
旅
行
で
あ
る
が
、
一
人
あ
た
り
費
用
は

約
三

0
0
万
円
で
あ
る
。
わ
ず
か

一
三
0
年
前

に
ナ
ン
セ
ン
が
三
年
を
か
け
て
往
復
し
た
時
代

は
昔
話
に
な
っ
て
い
る
。

陸
地
の
な
い
北
極
と
相
違
し
て
南
極
は
世
界

で
五
位
の
陸
地
面
積

(
-
四

0
0
万
平
方
キ

口
）
の
あ
る
大
陸
で
あ
る
。
一
八

0
0年
代
ま

で
は
北
半
球
と
南
半
球
の
陸
地
面
積
の
均
衡
か

ら
南
半
球
に
も
巨
大
な
大
陸
が
あ
る
と
推
測
さ

れ、

テ
ラ
・
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ス

・
イ
ン
コ
グ

ニ

タ

（未
知
の
南
方
大
陸
）
と
名
付
け
ら
れ
て

い

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
J

・
ク
ッ
ク
は
国
家

の
命
令
に
よ
り
一
七
七
二
年
か
ら
三
年
に
わ
た

り
探
索
し
た
が
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

よ
う
や
く
一
八
二

0
年
に
発
見
さ
れ
る
が
、

発
見
し
た
の
は

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
、
イ
ギ
リ
ス

海
軍
軍
人
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ザ
ラ
シ
漁
師
の
諸

説
が
あ
り
確
定
し
て
い
な
い
。

二
十
世
紀
に
な

る
と
極
点
へ
の
到
達
競
争
が
発
生
、
一
九

―
―

年
十
二
月
十
四
日
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
R
・
ア
ム

ン
セ
ン
が
到
達
、
翌
年
一
月
十
七
日
に
イ
ギ
リ

ス
の

R
・
ス
コ

ッ
ト
が
到
達
し
た
。
し
か
し
ス

コ
ッ
ト
ー
隊
全
員
は
帰
路
に
遭
難
し
て
死
亡
す

る
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。

両
者
の
経
路
は
極
点
ま
で
片
道
一
七

0
0
キ

口
程
度
で
あ
る
が
、
横
断
に
は
三

0
0
0キ
ロ

程
度
の
走
破
が
必
要
で
あ
り
簡
単
で
は
な
か
っ

た。

よ
う
や
く

一
九
八
九
年
に
イ
ヌ
ぞ
り
を
使

用
し
た
国
際
チ
ー
ム
が
成
功
し
た
が
、
徒
歩
に

よ
る
横
断
は
一
九
九
七
年
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
B

・
オ
ウ
ス
ラ
ン
が
三

0
0
0キ
ロ
を
六
四
日
で

走
破
し
（
図

6
）、

二
0
1
八
年
に
は
ア
メ
リ

カ
の

C
・
オ
ー
プ
レ
イ
デ
ィ
が
五
四
日
を
か
け

て
横
断
し
て
い
る
。

地
球
の
四
六
億
年
の
歴
史
の
二
万
分
の
一
に

も
な
ら
な
い
直
近
に
登
場
し
た
現
生
の
人
類
は

一
瞬
と
い
う
ほ
ど
短
期
に
世
界
の
隅
々
ま
で
進

出
し
て
き
た
唯
一
の
生
物
で
あ
る
。
そ
の
進
出

の
有
名
な
数
例
を
今
回
は
紹
介
し
た
が
、
そ
れ

ら
の
活
動
は
一
方
で
自
然
環
境
の
破
壊
、
野
生

生
物
の
消
滅
な
ど
回
復
不
能
な
結
果
を
地
球
環

境
に
も
た
ら
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
も
今
回
紹
介
し
た
活
動
を
理
解

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

図6B・オウスランの南極
横断 (1997)
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